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Nordic Semiconductor、世界初*となる、 
ANT+と Bluetooth low energy の 

コンボチップ「nRF51922」を提供開始 
 

～ANT+と Bluetooth low energy の両方の無線技術をネイティブ・サポートするため、  
これまで以上に柔軟性のある製品開発が可能に～  

 
2013 年 9 月 30 日、ノルウェー・オスロ発 ― 超低消費電力（ULP）RF のスペシャリストである Nordic 
Semiconductor ASA（以下、Nordic（OSE：NOD））は本日、ANT+と Bluetooth low energy の無線通信機能を、追

加回路なしにシングルチップで提供する世界初のマルチプロトコル SoC ソリューション、nRF51922 システム・オン・

チップ（SoC）の提供開始を発表しました。 
 
これは、数々の受賞歴を誇る Nordic の nRF51 シリーズの新製品であり、今日の ULP 無線業界で最も一般的な 2
つの無線技術を同時に利用できることで、スポーツ、健康、ヘルスケア、スマートフォン・アプセサリーなどの市場の製

品開発者は、これまで互換性のなかった無線技術の二者択一を迫られることがなくなります。 
 
nRF51922 によって、一方または両方のプロトコルを製品に使用することができるため、これ以上ない柔軟性が確保

されます。この結果、マルチプロトコルのアクセサリーや、ANT+および Bluetooth Smart Ready 対応ハブとの互換

性が実現します。今後は、製品の購入に関し、これら 2 つのエコシステムの間で、困難な選択を強いられることがなく

なり、エンドユーザーにとっては強力なメリットとなります。 
 
nRF51922 は、既存の nRF51 シリーズのデバイスとの間に、ドロップイン互換がありますが、Nordic の全く新しい

「S310」Soft Device を採用しており、単一のソフトウェア・フーレムワーク内で ANT+と Bluetooth low energy のスタ

ックを統合しています。S310 は、Nordic の既存の Soft Device と同様に、完全に自律的でセキュア、イベント駆動型

のアプリケーション・インターフェイスを採用しています。そこでは、プロトコル・スタックとアプリケーション・ファームウェ

アが明確に分離されており、ファームウェアの開発・試験の作業が大幅に簡素化されるとともに、動作時の信頼性を

最大限に高めることができます。 
 
Nordic の既存の Soft Device 製品である S110（Bluetooth low energy）と S210（ANT+）のユーザー向けに、S310
では、ピン互換のハードウェアと馴染みのあるインターフェイスが採用されているため、nRF51 シリーズの ANT+また

は Bluetooth low energy 製品をすでに使用している Nordic の顧客は、既存のハードウェアの設計やファームウェア

を変更なしにこれを使い続けることができ、nRF51922 を採用する場合に、新たなプロトコル・スタックで必要なファー

ムウェア・サポートのみを追加することになります。 
 
Nordic の戦略マーケティング担当マネージャーである John Leonard は、次のように述べています。 
「ANT+は依然、相互運用可能な ULP 無線技術として、極めて重要で、市場には数千万台ものデバイスが存在して

おり、これまで最も大きな成功を収めています。ANT は、ULP の無線の相互運用性の道を切り開くものであり、全体

的なパフォーマンスと消費電力の点で、現在も引き続き業界標準を確立しています。スポーツ／フィットネス市場は現

在、ANT+対応製品によって完全に支配されており、お馴染みの無線心拍計ストラップから、より専門的な自転車の

パワー・センサーまで、多岐にわたる製品を見ることができます。そして、新たな市場セグメントによって、ANT+無線

技術の機会は拡大し続けており、これまで以上に多種多様なアプリケーションで、その活路を見出しています」 
 
Leonard はまた、次のように述べています。 
「ANT+と並行する形で、Bluetooth low energy も、2011 年の誕生以降、かつてない高い関心を集めています。

Bluetooth v4.0（代表的な特徴として Bluetooth low energy を採用）は、現在新発売されているスマートフォンのほぼ

すべてに採用されており、その接続性の魅力は明らかであり、最新スマートフォンの進化し続ける各種機能と連携す

ることで、センサー機能やコントロール機能は無限に広がります」 



Dynastream Innovations Inc.社 ANT Wireless 部門の副社長である Rod Morris 氏は、次のように述べています。 
「ANT+対応デバイスは現在、多数の消費者に使用されており、このマルチプロトコル SoC によって、iPhone など、さ

らに多くのスマートフォンとの接続の機会が広がります。アプリやクラドベースのサービスにより、端末メーカーにとっ

ては、顧客とのコミュニケーションを図り、ユーザー体験を強化する新たな手段が得られます。このソリューションは、

これを可能にするための、実現手段となるものです」 
 
Nordic Semiconductor のセールス・マーケティング担当ディレクター、Geir Langeland は、次のように述べています。 
「nRF51922 は、現在の ULP 無線業界がまさに求めているものです。製品開発者は今後、ANT+と Bluetooth low 
energy の製品を別々に開発する必要がなくなり、スマートフォン・メーカー各社の間では、ANT+と Bluetooth low 
energy のネイティブ・サポートの提供がこれまで以上に進むと考えられます。そして、最終的に、エンドユーザーにと

っては、互換性についての悩みが軽減され、無線アクセサリーやアプセサリーについて、これまで以上に豊富な選択

肢が得られます。ULP 無線市場全体にとっては、まさに良い事ずくめの製品といえます」 
 
* 2013 年 9 月 30 日現在 
 
 
ANT+ （英語サイト） 
www.thisisant.com 
 
Bluetooth low energy, Bluetooth Smart, and Bluetooth Smart Ready について （英語サイト） 
tinyurl.com/BluetoothLE 
 
nRF51 Series について （英語サイト） 
tinyurl.com/nRF51 
 
Nordic Semiconductor ASA について （英語サイト） 
tinyurl.com/NordicSemi 
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